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スポーツ振興くじについてはこちらから
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「公認スポーツ指導者マッチング」スタート

山形県教育委員会・
山形県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会

beyond2020マイベストプログラム

みんなで盛り上げよう！オリンピック・ムーブメント

～自立するクラブを目指して～
総合型地域スポーツクラブ「経営診断＆相談会」
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日本スポーツ協会総合型地域スポーツクラブ公式メールマガジン 第144号 令和元年5月20日発行

「公認スポーツ指導者マッチング」スタート
～スポーツ指導の専門家をクラブで募集しませんか？～

指導者の確保は、「総合型地域スポーツクラブに関する実態調査結果(スポーツ庁)」において

も、クラブの課題として上位に挙げられています。

日本スポーツ協会では、指導者を探している総合型クラブなどとスポーツ指導の専門家である

当協会公認スポーツ指導者を結びつけるウェブサイト「公認スポーツ指導者マッチング」を2019

年3月8日（金）からスタートしました。

そこで、「公認スポーツ指導者マッチング」の概要やサイトの利用方法を紹介します。

クラブや学校が求めるスポーツ指導の専門家（日本スポーツ協会公認スポーツ指導者※）を募

集・検索できるサイトです。

指導者を探しているクラブ・学校等の募集者、指導をする場所を探している指導者がそれぞれ

をサイト上で検索し、マッチングする機会を提供します。

サイトURL 　https://my.japan-sports.or.jp/matching.html

※本サイトの対象となる公認スポーツ指導者は、資格が認定されている方（サッカー、バスケットボール、スポーツリー

ダー資格を除く）で、「指導者マイページ」を保有されている方です。

1. 「公認スポーツ指導者マッチング」サイトとは？

 サイト概要

 サイト設立目的

指導者を探すクラブなどと公認スポーツ指導者資格保有者のマッチングが成立することにより、

学校運動部活動を巡る諸課題の解決への一助となるとともに、多くの人々がスポーツを「安全に、

正しく、楽しく」実施できる環境の実現を目指します。

https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid58.html
https://my.japan-sports.or.jp/matching.html
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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2. マッチングの流れ

総合型クラブが本サイトを利用して、指導者を募集する際には、以下のSTEP1からSTEP5の順番

で手続きいただきます。

STEP1【アカウント登録】

「公認スポーツ指導者マッチング」総合トップページの「新規登録」からアカウントを登録(総合型

クラブ名、クラブ連絡先等の登録)してください。

STEP2【募集内容入力】

（1）ログイン

「公認スポーツ指導者マッチング」サイトにログイン

ログインURL

https://my.japan-sports.or.jp/admin/matching/login.html

https://my.japan-sports.or.jp/matching.html
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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（2）募集作成

①募集作成画面へ移動

②募集内容入力

募集タイトル(●●クラブバレーボール教室指導者募集等)、募集掲載期間、募集定員、指

導場所、指導種目、指導対象、謝礼の詳細等の必要事項を入力。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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 STEP3【応募受付】

①「募集一覧」ページから応募を開始したい内容の「募集詳細」ページへ移動する。

②「募集詳細」ページ下部の「募集開始」ボタンをクリック。

③「募集詳細」ページ右下部の「募集開始」をクリック！

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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※指導者からの応募があると、募集者の登録アドレス宛に本サイトから自動的にメールが送信されます。

④その他の機能（指導者検索）

募集期間中は、「募集詳細」ページから、「指導者検索」ページに移動し、公認スポーツ指導者の

中から条件に合致した指導者を検索することができます。

検索で、応募してほしい指導者がいた場合には「オファー(応募依頼)」することも可能です。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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⑤その他の機能（指導者へのオファー/応募依頼）

「指導者検索結果」ページの「詳細」をクリックすると当該指導者に関する情報が確認できます。

その指導者にクラブが作成した指導者募集に応募してほしい場合には、「指導者検索結果」の

詳細をクリックし、「指導者詳細」のページを表示します。

「指導者詳細」ページ右下の「オファーする」をクリックすると、当該指導者あてに自動的に応募

依頼メールが送信されます。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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 STEP4【WEB選考】

①応募してきた指導者の詳細を確認

当該募集の「募集詳細」ページ下部に「応募者一覧」として表示されます。

「詳細」をクリックすると、指導者の資格情報などの確認ができます。

※選考に伴う候補者の連絡先は、募集期間終了後から確認可能です。

②面接・面談を行いたい指導者との連絡調整

募集期間終了後、「応募者詳細」の画面右下に表示される「選考対象にする(連絡先等開示)」か

ら応募者の連絡先を確認し、面接や面談を行います。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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 STEP5【最終選考】

選考結果の反映

面談・面接後、選考結果を「応募者詳細」画面右下に表示される「採用」・「不採用」のいずれかを

クリック。

本マッチングサイトを活用することで、「指導者不足」の解決につながる可能性があることに加

え、今までクラブと接点のなかった有資格者ともつながり、クラブの存在を地域にアピールする

チャンスにもなり得ます。

ぜひ本マッチングサイトをご活用いただき、全国のクラブが持続的に活動するための一助とな

ればと思います。

※本サイトの使用方法や説明画像は5月10日時点のものであり、今後予告なく変更する場合がござ

います。

最新の情報は、本サイト内に掲載しているマニュアルをご参照ください。

３. さいごに

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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日本スポーツ協会総合型地域スポーツクラブ公式メールマガジン 第144号 令和元年5月20日発行

～自立するクラブを目指して～
総合型地域スポーツクラブ「経営診断＆相談会」

本県の総合型地域スポーツクラブ（以下： 総合型クラブ）の育成が始まり10数年が経過しまし

た。現在、全市町村に総合型クラブが設置（35市町村に65クラブ）され、地域コミュニティーの核

として、地域住民が主体となり各クラブの特色を出しながら活動を展開しています。

しかしながら、創設から10年以上経過した総合型クラブの中には、いまだ組織体制や財務

基盤が脆弱（ぜいじゃく）な総合型クラブや、創設当初のスタッフの代替わりによりクラブ経営に

危機感をもつ総合型クラブも見受けられます。また、少子高齢化社会の急激な進展に対応す

べく、地域課題の解決を担う役割も求められる現状があります。

そこで、県内の総合型クラブが質的な充実を図り、継続的・安定的で持続可能な自立する

クラブ経営とクラブ運営の一層の充実・発展を目指して、総合型クラブからのニーズに合った講

師を招き、山形県教育委員会と山形県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の共催により、

県内各地において「経営診断＆相談会」を開催しました。

事業の狙いは、クラブ経営とクラブ運営の一層の充実と発展1

山形県教育委員会・
山形県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会

総合型クラブの運営支援にあたっては、クラブが求める情報の内容のニーズを的確に把握し、

その内容に適合する事例等の情報を提供することが重要になってきます。

そこで今回は、クラブの質的充実を目指して山形県内4地区で、山形県教育委員会と山形県

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の共催により実施した「経営診断＆相談会」の取り組み

を紹介します。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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★経営診断＆相談会in寒河江

期 日 平成30年6月5日（火） 於：村山教育事務所 （参加者27名）

タイトル 「総合型地域スポーツクラブとスポーツ少年団の連携」

講 師 NPO法人スポーツコミュニケーションかくだ クラブマネジャー 遠藤 良則 氏

趣 旨 当該地区の共通の悩みである、会員数の伸び悩みを解決するために、クラブ会員

の増加の一方策として、スポーツ少年団との連携の視点からクラブの経営を振り

返りました。

参加者の声

 スポーツ少年団を、クラブより上のレベルの受け入れ先として捉え、興味を持っ

た子どもには積極的に入団を勧めている。このように、総合型クラブとスポーツ少

年団の関係を明確にして、教室を運営している点が大変参考になった。

 クラブのミッション・ビジョンを持って運営することや地域の中でのクラブの位置付

けなど、連携に至るまでのクラブ運営が大切であることが分かった。

2 県内6市町で展開 的確な講師招きクラブ経営を伝授

★経営診断＆相談会in山形

期 日 平成30年11月18日（日） 於：山形ビッグウイング （参加者21名）

タイトル 「みんなの知恵がクラブを変える ～地域スポーツからコミュニティークラブへ～」

講 師 学校法人静岡国際言語学院 学院長 板垣 昌行 氏 （山形県長井市出身）

趣 旨 平成30年度「山形県総合型地域スポーツクラブマネジャー養成セミナー」の講師から、

当該地区クラブのアンケート（①ミッション②ビジョン③クラブの特長④クラブの課

題）を基に、経営を振り返りました。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF


13

参加者の声

 これからは地域コミュニティーの活性化という点に着目してクラブを経営していきた

い。 公益性にプラスして収益性を高めることにも取り組んでいきたい。

 『信用される者（クラブ）になる』ことが『クラブを豊かにしていく』ことにつながるというこ

とを学んだ。法人格を取得することのメリットがここにあると感じた。財源確保につな

げた い。

★経営診断＆相談会in新庄

期 日 平成30年12月1日（土） 於：新庄市民プラザ （参加者16名）

タイトル 「総合型地域スポーツクラブの安定経営」

講 師 一般社団法人地域スポーツシステム 榎 敏弘 氏

趣 旨 平成30年度「山形県総合型地域スポーツクラブサミットin山形」の講師を迎え、

クラブの安定経営につながるクラブが抱える課題から経営を振り返りました。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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参加者の声

 講師の先生が実際にスポーツクラブとシステム研究所を経営していることで、私たち

が経営に関して求めていることに的確にストレートに指導をいただいた。今後、クラ

ブを運営し持続していくための方向性が見えたような気がした。

 大変充実した研修内容だった。『経営とは何か』と改めて考える機会をいただき、経

営していく上で大変勉強になった。また、当日の研修机の配置だけでなく参加者同

士がアウトプットできる時間を設けるなど、たくさんの工夫があり、楽しく研修に参加

する ことができた。

★経営診断＆相談会in長井

期 日 平成31年2月22日（金） 於：タスパークホテル （参加者21名）

タイトル 「置賜地区の持続可能な総合型地域スポーツクラブの在り方」

講 師 西根ときめきスポーツクラブ 会長 五十嵐 英治 氏

NPO法人きらりよしじまネットワーク 事務局長 髙橋 由和 氏

趣 旨 近年、人口減少・少子高齢化の加速化に伴い、住民の健康寿命の延伸や仲間づく

りとしての居場所的な役割と住民に寄り添い地域づくりの一端を担うという観点

から、経営を振り返りました。

参加者の声

 クラブの事務所を持っていないにも関わらず、地域に根差したスポーツクラブとして

文部科学大臣表彰を受賞した話から、今後、公民館やコミュニテイーセンターと連

携・融合を図っていく前向きな取り組みは大変参考になった。

 ワークショップでは、自分のクラブの課題から、『理想、現実、それはなぜ？』に加

えて、『だからどうすればいい？』ということまで考えるいい機会になった。

 クラブ経営に必要となる財源を確保できない理由は、『お金が回ってこないから』で

はなく、『なぜお金が回ってこないのか』『どこにお金があるのか』まで踏み込んで考

えて いきたい。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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★経営診断＆相談会in酒田

期 日 平成31年3月1日（金） 於：酒田玉姫殿 （参加者27名）

タイトル 「積極的に運営にかかわることができる人材の見つけ方、育て方」

「地域で支える中学校運動部活動の在り方」

講 師 NPO法人 スポネット弘前（青森県） 理事長 鹿内 葵 氏

謹教スポーツクラブ（福島県） 会長代理 坂内 喜恵 氏

趣 旨 当該地区の一番の課題である「人材の発掘・育成」と今後のクラブ経営で注目され

ている「運動部活動との連携」という観点から、経営を振り返りました。

参加者の声

 自分が携わっているスポーツクラブの課題解決のためのヒントを得たいと思ってこ

の研修に臨んだ。いくつかの重要なキーワードをいただき、大変参考になった。

 ビジョンの共有、コミュニケーションの大切さ、部活動と総合型クラブの関係など学ぶ

ことが多く、参加して良かった。クラブとの関わりを考える良いきっかけとなった。

★経営診断＆相談会in最上

期 日 平成31年3月16日（土） 於：山屋セミナーハウス （参加者13名）

タイトル 「総合型地域スポーツクラブの安定経営」

講 師 さかがわ税理士・社労士・行政書士事務所 所長 坂川 達志 氏（新庄市在住）

趣 旨 新年度より法人格を取得するクラブや指定管理を受けるクラブなどが経営に関わって

得た多くの課題（疑問）について、地元在住の税理士・社労士から学んだり相談したり

しながら経営を振り返りました。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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3

■地区の実態に合わせ趣旨を設定

県内4地区の実態に合わせて、各地区が抱える課題解決に役立てようと設定した趣旨に

対して、適切かつ的確に応じられる講師を迎えて経営診断を実施できたことは、今後のク

ラブ経営の新たな原動力となりました。

■好評だった講師を選定

講師選定にあたっては、県内で開催された研修会等で好評だった講師に依頼できたこと

が、本研修会開催の鍵を握りました。

■地域に密着した課題の解決を

今後、本研修会で学んだ内容を基に、クラブが自立し安定した経営を目指すために、現

在のスポーツ・文化的活動を通したコミュニティー形成機能を十分に発揮し、地域に密着

した課題（人口減少・少子高齢化・住民の健康寿命の延伸・お隣同士の仲間づくり等）の

解決に取り組むきっかけとなってほしいと願っています。

事業実施後のクラブアドバイザー所感

参加者の声

 経営のイロハを分かりやすく学ばせていただいた。自身のクラブに当てはめて再度

経営について考えていきたい。各クラブで会計処理及び経営に関して会計士の立

場・視点から率直な意見をいただき大変良かった。

 今のクラブに足りないものとしては、経営的な視点で事業が展開していくことだと思

う。今後もこのような勉強会を、できればシリーズで開催してもらえると有り難い。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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■これまで以上に地域や行政との関わりを

また、地元の総合型クラブが、地域の住民に寄り添い地域づくりの一端を担いながら、持

続可能なクラブにしていくために、本研修会を契機に、これまで以上に地域や行政との関

わりを持って社会的役割を果たしていくか注目していきたいです。

■行政・総合型クラブ・スポーツ団体が同じテーブルで課題解決を

そこで、「総合型地域スポーツクラブ育成プラン2018（日本スポーツ協会）」の中で、総合型

クラブ育成の基本理念となる、ソーシャル・ガバナンス体制（地域社会の様々な問題に対し

て、公的機関と住民組織等が協働で解決に向かうメカニズム）のシステムを大きく構築して

いただきたい。それと併せ、本研修会に参加した参加者同士のコミュニケーションとつなが

りを活用して、行政と総合型クラブに加えてスポーツ関係団体が同じテーブルで課題解決

に向かう手立てを話し合う機会を、各クラブ経営の柱に位置付け実行されていくことを願っ

ています。

（公益財団法人山形県スポーツ協会 クラブアドバイザー 榎本慎一）

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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beyond2020マイベストプログラム

「beyond2020マイベストプログラム」は、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以

下「2020年東京大会」という。）を契機に健康面等での「自己ベスト」を目指す個々人の取組に

対する認証プログラムです。クラブがこのプログラムを活用することで、地域住民や団体の認知

度向上などにつながる可能性も期待されます。

そこで、今回は、142号（平成31年1月発行）に引き続き、このプログラムの申請方法について紹

介します。

みんなで盛り上げよう！
オリンピック・ムーブメント

●beyond2020マイベストプログラムとは

「beyond2020マイベストプログラム」とは、2020年東京大会の基本コンセプトの１つ「全員が自

己ベスト」を踏まえ、大会に参加するアスリートだけでなく、一人ひとりが2020年東京大会を契

機に健康面等での「自己ベスト」を目指して行動変容に取り組む環境を提供するため、「自己ベ

スト」を目指す個々人の取組を支援する事業・活動を認証するものです。「beyond2020マイベス

トプログラム」として、内閣官房東京オリンピック・パラリンピック推進本部事務局が認証します。

対象事業・活動

（１）個々人によるマイベスト目標の設定及び当該目標の達成に向けた行動を支援する事業・

活動であること。

※マイベスト目標とは、健康面等でより最適な状態を目指すために個々人が 2020年7月

24日時点での目標として設定するものをいう。

（２）個々人が（１）の行動を継続するための工夫を取り入れた事業・活動であること。

対象者

① 国の行政機関（独立行政法人、特殊法人及び認可法人を含む。）

② 地方公共団体（特別区、一部事務組合及び広域連合、地方独立行政法人を含む。）

③ 国立大学法人及び学校法人

④ 公益法人又はこれに準ずる団体

⑤ 株式会社等その他法人格を有する団体

⑥ ①から⑤までに掲げる者に準ずると認められる団体

東京オリンピック競技大会
が開幕する日

認証されると…

beyond2020マイベストプログラムのロゴマークが使用できます。

beyond2020マイベストプログラムの取組例等の詳細はメールマガジン142号をご覧ください！

https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H30/MM142_beyond2020.PDF
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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●申請手続きについて

申請にあたっては、①認証申請書、②誓約書兼同意書、③団体の活動内容がわかる書類

（規約等）を内閣官房 東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部事務

局beyond2020マイベストプログラム担当へEメールで提出します。

Email：beyond‐mybest.p6g@cas.go.jp

今回は、認証申請書の記入方法を紹介します。

【認証申請書（記入例）】

※以下の記入例は、内閣官房ホームページに掲載されている記入例を総合型クラブ版に加工

したものです。

クラブの概要を記入
してください。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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beyond2020マイベストプログラムとして実
施する事業の概要(事業名・期間・場所・
実施内容・対象者等)を記入してください。

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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■ロゴマークの使用方法

✔ チラシ ✔ パンフレット ✔ 記事 紙面広告 ✔ ポスター ✔ 看板

のぼり その他 （ ）

テレビ番組 テレビCM 動画（施設内用） ✔ 動画（WEBサイト掲載用）

その他 （ ）

✔ WEBサイト URL （ ）

✔ SNS アカウント （ ）

その他 （ ）

✔ 販促物 （ ）

商品 （ ）

使用方法について詳細を記入してください。

３．提出書類

✔ 誓約書 兼 同意書

✔ 団体の活動内容がわかる書類（規約等）

✔ 企画内容がわかる書類（企画概要書等）

その他

印刷物

映像

WEB/SNS

提出書類

必須

任意

ロゴマーク
使用方法

http://www.○○○○○

販促物・商品
ティッシュペーパーなど

ロゴマークを掲載する媒体に
チェックを入れてください。

認証申請書は以下のURLよりダウンロードができます。

認証申請書URL

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tokyo2020_suishin_honbu/beyond_mybest/#contents_certified

プログラムの申請書類・報告書類はともに、簡素化されておりますので、上記の記入例をご確認

いただき、ぜひ申請してみてください！

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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［実施団体］ （公財）ヤマハ発動機スポーツ振興財団

身体の神経が急速に発達する幼少期には、体を動かすことの楽しさを知り、好きになることが、

まず大切であるといわれています。子どもたちが「体を動かすさまざまな活動」に参加するきっか

けづくりとして教材を活用していただくため、サッカーボールとタグラグビーセットを提供します。

［申込期間］ 2019年4月12日(金)〜6月7日(金)

財団ホームページの「2019年度 スポーツ教材提供募集申請フォーム」に入力の上、申請します。

https://www.ymfs.jp/project/support/supply/y2019/guideline/

2019年度 スポーツ教材の提供

中国地域に所在する文化、スポーツに関する団体が主催し、中国地域在住者が過半数を占

める活動で、中国地域内において行う活動を対象とします。

［申込期間］2019年5月1日（水）から6月20日（木）(当日消印有効)

申込書をダウンロードし必要事項を記入のうえ、簡易書留にて郵送します。

http://www.gr.energia.co.jp/bunspo/application/cat1.html

エネルギア文化・スポーツ財団 令和元年度後期募集助成金情報

［実施団体］ （公財）エネルギア文化・スポーツ財団

［実施団体］ （公財）ヨネックススポーツ振興財団

青少年スポーツの振興に関する事業を積極的に行い、奨励し、または自ら行い、かつその活

動を3年以上継続して実施し、交付対象の要件を満たしている団体を助成します。

［申請期限］ 2019年6月20日(木) ※当日消印有効

2019年度 ヨネックススポーツ振興財団助成事業（後期）

［実施団体］ （独）国立青少年教育振興機構

子どもの健全な育成を図ることを目的に、2019年10月1日から2020年3月31日までの間に行

われる子どもの各種体験活動に対する助成を行います。

［申込期間］ 郵送による申請／2019年5月1日（水）～6月4日（火） ※当日消印有効

電子申請／2019年5月1日（水）～6月4日（火）

郵送や宅配便の場合は、申請書をダウンロードし必要事項を記入のうえ、簡易書留など配達

記録の残るものを利用します。封筒には「申請書在中」と記入します。

https://yumekikin.niye.go.jp/jyosei/index.html

子どもゆめ基金助成金＜二次募集＞

交付申請書をダウンロードし必要事項を記入のうえ、対象団体であることを証明する書類を

添付して、郵送で申請します。

http://www.yonexsports-f.or.jp/joseikin.html

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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日本スポーツ協会情報

日本スポーツ協会公式SNS（facebook、Twitter）アカウントを開設・運用開始

日本スポーツ協会が行うスポーツ推進各種方策や当協会そのものについて、より多くの方に認知

いただき、また、これまで以上に親しみ・共感をもっていただけるよう、公式SNSを開設し運用を開始

しました。

日本スポーツ協会が行う各種事業を、よりタイムリーにお知らせしていきますので、

ぜひご覧いただき「フォロー/いいね！」いただければ幸いです。

facebookアカウント

名称：JSPO - 日本スポーツ協会

ID:JSPO.Association

https://www.facebook.com/JSPO.Association/

Twitterアカウント

名称：JSPO（日本スポーツ協会）

ID:JSPO_official

https://twitter.com/JSPO_official

スポーツ庁「平成30年度スポーツ活動支援事業（総合型クラブの質的充実に向けた
支援推進事業）」報告書の掲載

日本スポーツ協会では、平成30年度にスポーツ庁より標記委託事業を受託し実施しました。

当該事業の報告書が、スポーツ庁ホームページにおいて公表されましたのでお知らせします。

第2期スポーツ基本計画においては、総合型地域スポーツクラブの質的充実が掲げられており、

登録・認証制度を新たに構築することとしています。

標記委託事業では、この登録・認証制度の構築に向けて制度モデル案を作成し、試行・検証を行い

ました。

スポーツ庁ホームページの報告書掲載ページ

http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop05/list/detail/1415530.htm

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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「女性スポーツ促進に向けたスポーツ指導者ハンドブック」作成

日本スポーツ協会では、女性のスポーツ参加を手助けするスポーツ指導者等の支援者に向けて、

女性を対象としたスポーツ指導や、スポーツへの参加を促す上で留意すべき医・科学的知見をまと

めたハンドブックを作成しました。

女性とスポーツに関する課題の解決には、女性の発育発達や身体活動量に応じた指導や、年代・

ライフステージ・志向などにより変化する女性の考え方に合わせた働きかけが求められます。

このハンドブックには、「スポーツ指導者」「保護者」「学校関係者」といった支援者の皆さんが、女性

の身体的特徴や意欲・ニーズに合った楽しみ方を理解することで、一人でも多くの女性が健やかに、

美しく、そして生活を楽しむことができるスポーツ環境が創られてほしいとの願いが込められていま

す。

ぜひ皆様もご一読ください。

女性スポーツ促進に向けたスポーツ指導者ハンドブックのダウンロードはこちら

https://www.japan-sports.or.jp/publish/tabid776.html#guidew01

公認スポーツ指導者資格情報

2019年度公認アシスタントマネジャー養成コース実施予定団体一覧を掲載！
公認アシスタントマネジャーは、総合型クラブなどにおいてクラブ会員が充実したクラブライフを送る

ことができるようクラブマネジャーを補佐し、クラブ運営のための諸活動をサポートする方を対象とし

た資格です。

2019年度の公認アシスタントマネジャー資格概要および資格取得のための養成コース実施予定団

体はこちら

https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid220.html

公認スポーツ指導者制度が改定施行
2019年4月1日、公認スポーツ指導者資格の養成カリキュラムに「モデル･コア･カリキュラム（MCC）」

を反映させた、公認スポーツ指導者制度が改定施行しました。

公認スポーツ指導者制度の改定に伴い、競技別指導者資格（教師・上級教師を除く）の名称が変

更になりました。

https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid1198.html

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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セミナー情報

日本スポーツ協会関連事業

2019年度総合型地域スポーツクラブ ヒューマンエラー防止研修会開催

本研修会は、心理的アプローチからリスクマネジメントを学ぶことで「ヒューマンエラー（事故や損害

の原因となる人為ミス）」の防止に係る意識の啓発を図り、安全・安心なクラブ経営に資することを

目的に開催しています。

開催日時・場所等詳細はこちら

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid1073.html

ブロック別クラブネットワークアクション2019開催
【日本スポーツ協会総合型地域スポーツクラブ全国協議会 主催】

総合型地域スポーツクラブ関係者が抱える課題解決の糸口を探るための情報の共有や、クラブ育

成支援のためのネットワークの強化を図ることなどを目的として全国9ブロックでクラブネットワーク

アクションを開催します。

開催日時・場所等詳細はこちら

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid508.html

第2回ジュニアスポーツフォーラム開催
ジュニアスポーツに関わる指導者及びスポーツ少年団リーダーの資質向上を図るとともに、スポー

ツ活動に欠かすことのできない安全・安心な環境の整備に資するために、指導者・リーダー及び法

律実務家、研究者が一堂に会し、フォーラムを6月16日(日)に東京都内で開催します。

開催日時・場所等詳細については以下のURLを参照ください。

http://www.japan-sports.or.jp/club/tabid287.html
【申込締切】令和元年5月24日（金）

幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム講習会開催
日本スポーツ協会（日本スポーツ少年団）が平成26年度に作成した、幼児及びその保護者等を対

象にした活動プログラム「幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム」の効果的な活用法を周

知することを目的に、地域のスポーツ少年団関係者等を対象とした講習会を開催します。

開催日時・場所・申込方法等詳細はこちら

http://www.japan-sports.or.jp/club/tabid1061.html

これからの季節、屋内外の運動で特に気をつけたいのが熱中症。

スポーツによる熱中症はしっかりとした予防をすれば防ぐことができます。

熱中症対策をしましょう！

熱中症の病型と救急処置

スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック等についてはこちらから

http://www.japan-sports.or.jp/medicine/tabid/523/Default.aspx

熱中症対策情報

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF
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アジアで初、ラグビー伝統国以外で初となるラグビーワールドカップが、この日本で開催されます。

世界最高峰のラグビーをぜひお楽しみください。

開催期間 2019年9月20日（金）～11月2日（土）

参加チーム 20チーム（下表をご参照ください。）

試合形式 プール戦 5チーム×4プール（プール内総当たり戦）：40試合

決勝トーナメント 準々決勝／準決勝／3位決定戦／決勝：8試合

プール表

試合会場 日本全国12会場

開催都市 札幌市、岩手県・釜石市、埼玉県・熊谷市、東京都、神奈川県・横浜市、

静岡県、愛知県・豊田市、大阪府・東大阪市、神戸市、福岡県・福岡市、

熊本県・熊本市、大分県

大会の詳細はこちら（試合日程や大会の最新情報をご覧ください。）

https://www.rugbyworldcup.com/

チケットの情報はこちら

https://tickets.rugbyworldcup.com

ラグビーワールドカップ2019TM日本大会情報

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/R1/MM144_index.PDF



